
 

CISS フリーソフトウェア使用許諾条件 

 

東京大学生産技術研究所 革新的シミュレーション研究センター（以下 革新センター）は、次の

条件や制限のもとで、革新センターで管理・公開するプロジェクト等による成果物の全てまたは

一部を無償で使用することを許諾します。 

 

１．CISS フリーソフトウェアの定義 

革新センター（CISS）で管理しているソースプログラム、オブジェクトプログラム、仕様書、設

計書、データ、実行結果 および マニュアルなどの内、インターネット上に公開しているソフ

トウェアを CISS フリーソフトウェアと呼びます。  

 

２．無償使用の範囲 

利用者が CISS フリーソフトウェアを無償で使用できる行為には、自己のために CISS フリーソ

フトウェアを任意のデータを用いて実行する行為、その結果を利用者の自己のために使用する行

為、CISS フリーソフトウェアを複製し頒布する行為、および、CISS フリーソフトウェアを改変

しそれを実行する行為等を含みます。  

 

３．改変・頒布での遵守事項 

CISS フリーソフトウェアを変更したり、他のソフトに組み込む等の行為により、改変した CISS

フリーソフトウェアを複製・頒布する場合は、そのソフトウェア名には CISS フリーソフトウェ

アの名称を残して（例えば、CISS フリーソフトウェアの名称を ProteinDF とした場合、○○○

／ProteinDF のようにネーミング）下さい。ただし、別途営利目的の場合における実施許諾契約

を締結している場合はこの限りではありません。また、著作権表示を行うことを義務づけます。 

目的の如何を問わず、CISS フリーソフトウェア内部コードの『著作権表示』記載部分を修正する

行為は、改変者氏名や改変日時などの改変記録を追加する場合を除き、禁止されています。 

 

４．著作権の表示 

利用者は、各々の CISS フリーソフトウェアの複製物に、ソフトウェア名・バージョン・著作者

氏名などの著作権表示を表示の先頭部等の箇所に適切かつ目立つように掲載するとともに、頒布

する場合は、複製物に本許諾条件の全文をそのまま添付しなければなりません。 

 

５．利用者義務 

CISS フリーソフトウェアを利用した結果を公表する場合には、関連プロジェクト等の成果を利用

した（例：『革新的シミュレーションソフトウェアの研究開発プロジェクトの成果を利用した』）

旨を、使用した CISS ソフトウェアの名前、バージョン、著作者氏名などの記載とともに、明示

して下さい。 



利用者が CISS ソフトウェアを改変し、その実行結果を公表する場合は、改変内容や改変履歴が

特定できる説明を添付して公表しなければなりません。 

利用者が CISS ソフトウェアのバグや不具合を発見した場合、革新センターに報告して下さい。

発見したバグや不具合を許可なく公表したり、第三者に知らせることを禁止します。 

 

６．営利目的に使用する場合 

利用者は、CISS フリーソフトウェアを下記(1)～(3)に例示するような営利目的に使用する場合に

は、事前に別途営利目的の場合における実施許諾契約を締結する必要があります。 

 

(1) 利用者が CISS フリーソフトウェアを複製・頒布する場合、著作物としての対価のみならず、

複製ないし頒布に必要な経費など経済的価値を、頒布を受ける者に対して提示ないし要求するこ

と。 

(2) 法人を含み利用者は、自己の目的に限り CISS フリーソフトウェア実行が許諾されているもの

であり、有償無償を問わず第三者へのサービスのために CISS ソフトウェアを実行する行為をす

ること。 

(3) 利用者は、自己が改変した部分も含み、CISS フリーソフトウェアを質権や担保など、いかな

る商取引の対象に加えること。  

 

ただし、公的機関が当該ソフトウェアの普及促進を目的としてそれを利用したサービスを提供す

る場合は、そのサービスの有償無償を問わず、別途その内容に関して革新センターとの間で覚書

等を交わすことをもって営利目的用実施許諾契約締結の代用とすることができるものとします。 

利用者が本項に反する行為を行った場合には、各ソフトウェア等の著作権者によりその利用を差

し止められることを利用者は予め了解します。かつ、利用者は、それにより得た利益相当額の賠

償をもとめられることも予め了解します。 

 

７．無保証 

CISS フリーソフトウェアは、その品質や性能あるいは実行結果について、利用者に対してはいか

なる保証もされていません。利用者は自己の責任において使用することに同意することとし、も

し使用することにより損害が生じた場合には、第三者への損害や被害の修復も含み、その結果責

任は全て利用者に帰することとします。 

 

８．利用者が本使用許諾条件に違反した場合 

利用者が本使用許諾条件に違反した場合には、利用者は、革新センターがその状態を是正するた

めに必要と認めて行う措置に無条件に従うものとします。  

 

 

－ 以上 － 


